






要約:札幌市を除く北海道域で先天性副腎過形成マススクリーニングを実施するにあたり、

行政、医育機関及び検査機関の 3者の間で協議会がもたれスクリ一ニングシステムについ

て検討された。検査機関としては北海道衛生研究所がこの事業をおこない診断、治療病院

は三医育機関(北大、札幌医大、旭川医大)及び各々の関連病院がそれを行うことが決定さ

れた。また本疾患の特異性から産科医療機関への PR及び連絡を密にすべきことが協議され

た。 


